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古代東アジアと日本の蒸し調理

庄　田　慎　矢
独立行政法人国立文化財機構奈良文化財研究所　研究員

緒　　言
　最近、私たちの身の回りでのシリコンスチーマーやタ

ジン鍋の流行により、物を蒸して食べるという調理法は、

以前にも増して日常生活に馴染み深いものとなってい

る。蒸し調理は、油を使わないことから健康志向とうま

く調和していることや、他の調理法よりも簡便で手のか

からないことなどから、今後も一定の地位を維持してい

くものと考えられる。その調理法としての具体的な特徴

は、高温の蒸気を利用して材料に熱を加えるため、加熱

中に材料に触れないことで型くずれを防ぎ、持ち味を保

ち、栄養分の流失を押さえるなどの利点がある一方、風

味をつけたりアクを取り除いたりすることができない欠

点もあるとされている 1)。

　蒸し調理は、21 世紀の現在でこそ世界各地で行われ

ている調理法である。しかし、東アジア以外の地域、例

えばヨーロッパにおいては、中国式の青銅製蒸し器が紀

元後 11 ～ 12 世紀頃になってようやくもたらされ２) は

したものの、実際のところ今日でもそれほど盛んな調理

法ではないらしい。マグレブ地方のクスクス３) や、グァ

テマラのタマリット・タマル４) のように、湯を沸かし

た水蒸気で穀物を蒸す調理法は各大陸の中緯度地域に

点々として見られるので、蒸し調理がそれぞれ独自に発

生した可能性はあるが、この調理法が新石器時代の古く

に遡り、そして現在これほどまでに普及した地域は、お

そらく東アジア地域のみであろう。そして同地域におい

て、穀物を原料とした酒、酢、醤油、味噌などの発酵食

品が発達したのも、蒸すという調理工程の存在なしには

語れないのである。

　そこで本研究では、東アジアにおける蒸し調理の発生

と拡散過程について、主として考古学的手法を用いて復

元し、蒸し調理が、どのようにして、今日の日本に住む

我々にとって極めて身近な存在となったのか、考えてみ

たい。

　なお、厳密には「蒸し調理」と言った場合、本研究で

対象とした、器を用いて湯を沸かし、その水蒸気で調理

する方法以外にも、食物を包んで蒸し焼きにする方法（石

蒸し調理など）や、食物自体に含まれる水分のみで蒸す

方法（タジンなど）も存在する。しかし本研究では、蒸

図１　関連遺跡の位置
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図 2　賈湖遺跡出土の土製甑
（河南省文物考古研究所：舞陽賈湖、科学出版社、1999 より転載）

図 3　打虎亭漢墓に描かれた蒸し調理の様子
（上：拓影、下：模写、文献６）より転載）

し調理の主流ともいえる湯沸かし蒸し調理を扱うことに

し、他の蒸し調理法についての検討は別の機会に委ねる

ことにする。

方法と資料
　蒸し調理に用いる道具と施設の存在は、文字記録のな

い時代においても、その地で蒸し調理が行われていたこ

とを雄弁に物語る。考古学で「甑（こしき）」と呼んでい

る土製や木製、青銅製の蒸し器は、しばしば遺跡から出

土することで知られている。甑は単体で用いられるので

はなく、蒸すための水蒸気を得るための湯沸かし釜（甕

ともいう）や、これらを安定して使用するための装置で

あるカマドなどを伴うことがある。遺跡に残されたこれ

らの証拠がどの時代、どの地域に存在するのかを調べる

ことで、おおまかな蒸し調理の展開過程を追跡するこ

とができる。また、中国の漢代（紀元前 3 世紀末～紀元

後 3 世紀初）以降には、食生活に関する文献資料や画像

資料が多く残されており、これらの中には蒸し調理に関

する情報をもつものもあるので、これを援用することで、

蒸し調理に関するさらに具体的な内容を知ることもでき

る。

考　　察
　上述の資料と方法を用い、以下では中国の黄河流域か

ら東北アジアへ、そして朝鮮半島を経由して日本列島へ

の蒸し調理の伝播過程を、具体的な事例によって追跡す

ることにする。なお、本文中で言及した遺跡の位置につ

いては、図１に示した。

１．東アジアにおける蒸し調理の発生と発達
　遺跡から出土した甑に関する研究は古くから行われ

ているが、東アジアにおいて甑が確認され始めるのは、

黄河中流域の裴李崗文化（紀元前 6 千年紀）の土製甑で、

河南省舞陽県賈湖遺跡に出土例がある（図２）。一連の先

行研究で、中国における甑や、甑と煮沸具が組み合わさっ

た土器や青銅器の器種である甗（ゲン）の、地域ごとに

独自性ある変遷がすでに整理されている５) ので、ここ

では重複を避ける。また時代は下るが、漢代になると、

壁画や画像石・画像塼といった絵画資料が多く残され、

そこから蒸し調理の具体的な様子を知ることができる。

例えば後漢代の河南省密県打虎亭漢墓６) では、一号墓

東耳室北壁に架け口を 4 つ持つ細長い竈の上に釜や甑、

蒸籠などをのせて調理する場面が描かれている（図３）。

遺跡出土資料には有機物が残りにくいが、これにより後

漢代にはすでに、現在とほとんど変わらない蒸し調理が

行われている様子が分かる。

２．東北アジア世界への蒸し調理の拡散
　先史時代の東北アジア（ここでは中国東北部・ロシア

極東・朝鮮半島を便宜的にこう呼んでおく）では、平底

の土器や竪穴住居を用い、森林資源を積極的に活用する

生業を特徴とする、黄河流域とは異なる文化圏が形成さ

れていた７)。黄河や長江流域で発達した蒸し調理は、そ

の発生から数千年を経たのちに、新石器時代の終わり頃

にあたる山東竜山文化後期から岳石文化の時期にかけて

の遼西地域との活発な交流８) を背景とし、遼西地域の
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夏家店下層文化（紀元前 2 千年紀前半頃）において普及

する。同文化に属する水泉遺跡下層遺存９) などで甗が

多出することが、これを裏付けている。一方で甗や、甑

と組み合わさる煮沸具の鬲などの三足器の東限は、通時

的に朝鮮半島にまで及ぶことがなかった７)。このため、

湯沸し釜の上に甑をのせても安定して調理のできるカマ

ドが戦国時代以降に燕国の影響下でこの地にもたらされ

るまでは、朝鮮半島以南では蒸し調理が普及する素地が

出来上がっていなかったとみられる。中国東北地方まで

波及してきた蒸し調理は、再びここで足踏みをすること

になった。

　ロシア沿海地方では、初期鉄器時代に属するクロウノ

フカ文化（紀元前 3 世紀頃～紀元後 1 世紀頃）において

甑が確認され、この考古学文化の標識遺跡であるクロウ

ノフカ１遺跡の竪穴住居においては、周囲にピットを伴

う炉が壁際に設置されることから、排煙施設との関連が

考えられている 10)。甑とカマドが確認されることから、

この時期には同地まで蒸し調理が及んでいたと見て良い

であろうが、土器がみな平底である点が在地の特徴を強

く示している。

　朝鮮半島北部では、これにやや先行する時期の羅津草

島遺跡で甑 11) が見つかっているが、カマドは検出され

ておらず、炉跡のみが知られる。カマドが普及するのは、

紀元前 3 ～ 2 世紀において清川江流域から遼東にかけ

て分布する細竹里―蓮花堡類型や、その東北側に分布す

る魯南里類型と呼ばれる考古学的なまとまりにおいてで

ある 12)。同地域においては、甑とカマドの普及が同時

ではなかったことがうかがわれる。また朝鮮半島南部で

は、ほぼ南端に位置する初期鉄器時代の勒島遺跡 13) で

円形住居の壁をめぐる石組の煙道を伴うカマドが検出

されており、その年代は紀元前 2 世紀前後とみられる。

ただし、その直前の時期である円形粘土帯土器の竪穴住

居において焼結土を伴う壁際炉がみられる事例のあるこ

とから、朝鮮半島南部におけるカマドの導入時期はさら

にさかのぼる可能性がある 14)。やはりここでも、カマ

ドと、蒸し調理にかかわる調理具のセットが同時出現で

はない可能性が考えられることになる。その理由の一つ

には、カマドが炕やオンドルといった暖房施設に伴うも

のであり、必ずしも調理目的にだけに導入されたわけで

はなかったことが挙げられよう。

３. 日本列島における蒸し調理の導入
　日本列島において甑・湯沸かし甕・カマドのセットが

初めて確認されるのは、古墳時代前期の福岡県西新町遺

跡においてである。しかし同遺跡におけるカマド遺構の

消長に示されるように、蒸し調理はこの時期に確かに導

入され一部の遺跡には定着しかけたが、普及には全く失

敗した 15)。その後しばらく経って、カマドは５世紀の

前半になって不均一ながら全国的な普及を見せるが、ほ

ぼ同時に多孔甑や鍋、長胴甕なども広い地域で普及する
16) ことから、この時期に蒸し調理を主体とした新たな

調理法が急速に広がったことがうかがわれる。ただし、

朝鮮半島からもたらされたカマド・甑・長胴甕がセット

として同時に普及したかというと、必ずしもそうではな

い。例えば摂津地域では安威遺跡など在来の球胴甕をそ

のまま使い続ける遺跡が確認され、朝鮮半島系の煮沸具

である長胴甕はカマドの普及よりも一段階遅れて受容さ

れていることが指摘されている 17)。さらに、長胴甕の

普及は、長原遺跡など渡来人とかかわる遺跡が面的に集

中する地域で早く、その影響が点的にしか見られない地

域で遅いという傾向も指摘されている 18)。

　近畿地方の古墳時代中期に隆盛した蒸し調理は、東日

本には、古墳時代中期にすでに一部が伝わり、古墳時代

後期に本格的に普及する。特に重要な食糧であった米の

調理方法については、カマドの広域普及や煮沸用土器に

おける煮炊き痕跡の欠如などから、蒸し調理が古墳時代

後期以降奈良・平安期に至るまで主体となっていたとい

う主張がある 19)。その背景に対して、当時にモチ品種

の陸稲が広がったとするモチ米仮説 20) や、防人・蝦夷

征伐等の強制労働のための糒の貢納の負担が東国に偏っ

ていたために普及したとするほしいい仮説 21) などの説

明が試みられているが、どれも十分な説得力は持ちえて

いない。また、蒸し調理主体説には反論もある。藤原宮

西方官衙出土土器の調理痕跡の観察から、実際に飛鳥

時代に米を炊いて調理していた実例も示されている 22)。

現時点では定量的な比較研究がなされていないため、ど

ちらが正しいとは言えないが、古くに文献記録と考古資

料の両面から指摘されているように 23)、少なくとも奈

良時代には蒸し調理がある程度一般的に行われていたこ

とは間違いないであろう。

ま　と　め
　紙数の関係上、急ぎ足で蒸し調理の伝播過程を追った。

詳細は別稿に譲ることとしたい。本稿での追跡により、

蒸し調理は、その発生地である黄河流域から数千年の時

間をかけ、いくつかの壁を乗り越えながら日本列島にも
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たらされたこと、そしてその時期は、多くの朝鮮半島系

渡来人を受け入れた古墳時代中期であったことが確かめ

られた。
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